
1 ．白山直下の地震活動

代表者　平松良浩

協力者　菅谷勝則・広瀬哲也

白山周辺の定常地震観測点と臨時地震観測点の統

合地震波形記録の連続データを解析し，2009年 7 月

上旬～10上旬および11月上旬に白山直下で発生した

計19個の地震について震源決定を行った。これらの

地震の発生域は，2005年の群発地震の震源域と重な

っており，震源の深さは山頂直下で浅く，山頂から

離れるにつれ深くなり，過去に白山直下で派生した

地震の震源分布の特徴と調和的である。また，火山

性微動や低周波地震の発生は確認できず，本研究期

間内における白山火山のマグマ活動の活発化は認め

られなかった。

2 ．白山火山の年代学的研究

代表者　長谷部徳子

協力者　稲垣亜矢子・山田浩史・伊藤一充

1 ルミネッセンス年代測定の可能性の吟味

湯の谷,千才谷交差地点近傍のダム上方（N36ﾟ

08′43″，E136ﾟ44′40″）から採取した古白山期

（100～140ka）の安山岩試料から石英を抽出し赤色

熱ルミネッセンスを利用して蓄積線量を調べた。1

℃／秒で温度を上げ，光電子倍増管にてルミネッセ

ンス強度を測定したところ，300から400℃にて発光

が見られた。しかし発光が微弱なため，発光強度の

ばらつきが大きいこと，および発光相当の放射線線

量を見積もるために，人工放射線をあてて発光を調

べてもその温度領域では発光が観察されなかったこ

とから，年代値の計算はできなかった。

2 加賀室火山のフィッショントラック年代測定

加賀禅定道北部にて加賀室安山岩を採集した。粉

砕した後，水洗い，磁性分離，重液分離によりジル

コンを抽出できた。フィッショントラック年代を決

定するために，ジルコンをテフロンシートに埋め込

み，研磨ののち，アルカリ溶液にてエッチンしてフ

ィッショントラックを観察した。その結果，1 粒子

につき 1～ 2 本のトラックが観察されたため，粒子

数を増やしウラン濃度を測定すると年代値の決定が

可能であることが明らかになった。

3 ．白山の亜高山帯・高山帯の植生地理とその長期

変動

代表者　古池　博

協力者　白井伸和・中野真理子

2009年度は前年に引き続き，大汝峰南西斜面から

七倉山・四塚山付近までのササの分布上限の境界線

上を踏査し，携帯用GPSを用いて位置データを取得，

コンピューターで描画することにより，白山中央部

から北部にまたがるササの分布前線が得られた。サ

サは現在，上方に向かって分布を拡大中であるが，

その最高到達点は七塚山近傍の2,557ｍ付近である。

同地は冬季季節風の風衡斜面（南西斜面）にあたり，

また山地頂上部にあたるので相対的に積雪の少ない

ことが推測される。これがササの生育期間を長くす

ることに貢献し，より高い高度への到達を可能にさ

せているものと推測される。

また，御手水鉢付近南東の西向き斜面（N36ﾟ9′38″，

E136ﾟ45′16″一帯）には，長さ200ｍ～300ｍにわた

ってササ群落が分裂状態となって散在するという異

様な景観が観察された。これは，おそらく稜線部が

崩壊することにより，ササ群落が崩壊し，地下茎に

よってマット状に結合していた群落体が分裂状態と

なったものであろう。

4 ．白山の高山植物の生態学的研究

開花フェノロジーとマルハナバチの訪花頻度

代表者　笠木哲也

白山の南竜と室堂平間の標高2,260m～2,300mの

地点に10×5 ｍプロットを 3 個設置して，アオノツ

ガザクラとイワカガミの開花状況とマルハナバチの

訪花パターンを調べた。イワカガミは 7月中旬，ア

オノツガザクラは 7月下旬に開花量のピークがあっ

た。各プロット内では両種は同時に開花し始め，開

花時期がオーバーラップした。7 月までに開花期を

むかえたプロットではマルハナバチの女王バチと働

きバチによって両種への訪花が観察された。女王バ

チは両種を訪花したが，働きバチはアオノツガザク

ラを選択する傾向が強かった。8 月には女王バチの

出現数が減ったため，8 月以降に開花期をむかえた

プロットに現れるのはほとんど働きバチとなり，イ
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ワカガミへの訪花頻度は低下した。マルハナバチの

カーストによる植物選択性の違いが，イワカガミ集

団の送粉成功に影響を及ぼしている可能性が示唆さ

れた。

5 ．石川県内に生息する野生ニホンザル個体群の動

態について

代表者　滝澤　均

参加者　伊沢紘生

協力者　志鷹敬三　他9名

1 今冬（2009～2010年冬）観察された群れの状態

今冬は蛇谷や中ノ川，尾添川，雄谷，目附谷など

で観察できた13群から検討を加えた。

今冬の調査では，多く群れで微増傾向や現状維持

傾向を示していた。但し，中には昨年や一昨年に比

べ半分近く減少している群れがあり，これらの群れ

はサブグルーピングや分裂を起こしているのではな

いかと推測された。

群れ数の増加と狭い範囲への集中で，群れ密度が

高くなってきている。このことは，群れ間の優劣関

係によって，遊動域の利用の仕方にも影響を及ぼす

ことが推測された。つまり，狭い範囲を利用する場

合，大きな群れで優位に利用することで，資源をめ

ぐり優位に立つが，一方で個体間の軋轢が増加する

と考えられ，逆に小さな群れでは個体間の軋轢も少

なく，狭いなりに有効に資源を利用できる可能性が

あることが推測された。

2 ニホンザルの保護・管理について

白山地域での特徴的な季節による遊動域の変動

は，下流域で猿害を起こしている群れの採食行動や

食物品目の変化，或いはこのような群れからの個体

の移籍等の影響で，上流域の群れにも人馴れや新た

な食物への依存等が起こる可能性もあり，石川県全

体の個体群が変質する恐れがあることが懸念され

る。

6 ．ブナ帯における時期別時間別の蛾類種数の変化

代表者　富沢　章

ブナ帯における時期別時間別の蛾類種数の変化

を，5 月，6 月，7 月，9 月の計 4 回の灯火採集によ

って調査した。その結果，489種の蛾類が記録され，

高温期である 7 月が最も多く，5 月が最も少なかっ

た。科別に見るといずれの時期においてもヤガ科が

約40％を占め，最も多かった。メイガ科は 7 月と 9

月に種数が大幅に増加し，夏から秋以降に繁栄する

グループと思われた。

時間別の飛来種数は日没時間にも左右されるが，

午後 8 時30分から10時が最大となり，総種数の76％

から90％近くの飛来があった。日没後の比較的早い

時間に蛾類の活動のピークがあるものと思われた。

5 月の午後10時以降の飛来種数が少なかったのは気

温の低下によって飛翔が妨げられたことが考えられ

た。

7 ．透過型砂防堰堤の河川環境と生物群集の改善機

能に関する実証的研究

代表者　谷田一三

参加者　高橋剛一郎

協力者　津山隆之

蛇谷川に建設された透過型堰堤の環境改善効果を

高めるために，既設堰堤上部，参照地点，透過型堰

堤上部の河川環境とベントス群集の比較調査を行っ

た。昨年度に比べて流況が安定し，工事影響が軽減

されていたため，参照地点，透過堰堤上部ともに，

ベントス群集の回復が見られた。また，透過型堰堤

に堆積した土砂のうち，開口部と土砂が侵食され，

流速の大きな浮石の早瀬が形成されていた。このよ

うな地形変化も含めて，2010年も調査を継続する予

定である。

8 ．｢白山麓方言語彙集」編纂のための準備調査と

基礎語彙研究

代表者　新田哲夫

白峰方言の連体修飾［NP1＋助詞＋NP2］NPの構

造で用いられる格助詞ノ，ガ，ナについて，その文

法的機能に関する調査研究を行った。標準語の連体

修飾［NP1＋助詞＋NP2］NP（Nは名詞，NPは名詞

句）では，助詞はノがもっぱら用いられ，所有のほ

か，名詞どうしの様々な関係を表すが，白峰方言で

は，ノ以外に，ガ，ナがあり，それぞれ限定された

意味・用法をもつ。白峰方言の助詞ノ，ガ，ナの概

要を示せば，ノはほぼ標準語と重なり広い用法をも

つが，ガは所有格でN1は人間名詞だけがくることが

でき，主にN1が所有者，N2が所有されるものを表

す。一方，ナは場所格で主にN1が場所，N2がN1に

存在するものを表す。本研究では，それらの助詞を

伴うN1とN2のそれぞれの意味特性と両者の関係に

ついて現地調査を行い，以上のような特性を明らか

にした。さらに，白峰民話からその用例を収集・整

理し，今後の分析のための基礎資料の充実を図った。

石川県白山自然保護センター研究報告　第37集（2010）

─58─


	｢白山自然保護調査研究会」平成21年度委託研究成果要約


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




